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1953 年南山城水害に よ っ て現れ た京都府南部不動川本谷石積み堰堤 の 堆積物 ＊

中澤圭二 ＊＊ ・鈴木一 久 ＊＊ ＊ ・志岐常正 ＊＊ ＊＊

Stone−dam　sediments 　at　the　upper 　stream 　of 　River　Fudo−gawa ，
　Kyoto　Prefecture

，
　Japan

NAKAZAWA 　Keiji＊＊
，
　SUZUKI 　Kazuhisa＊ ＊ ＊ and 　SHIKI　Tsunemasa＊＊＊＊

Abstract　The　stone −dam，　55m　long　and　6m　high，　was 　constucted 　in　1874　at　the　upper 　stream　ofRiver 　Fudo−

gawa，
　Kyoto　Prefecture，　westem ．lapan，　The 　dam−pond　was 飢 about 　200m 　long．工he　dam　was．　destucted　by

heavy　rain 　in　l　953，　and 　the　sediments 　accumulated 　in　thc　po皿d　d曲 ng 　78　years　were 　eroded 駐nd 　exposed 　by

violent　stream．　Examining　the　mcasured 　topographic 　map 　and 　columnar 　sections 　made 　imrnediately　after　the

destruction
，
　the　sedimentary 　process　of 　the　deposits　was 　elarified ．

　 The　sedimentary 　body　is　divisible　into　five　units ，　I　 to　V ．　Unit　I　 is　debrls且ow 　deposits　on　the・　tbrmer

river 一且oor ，　consisting 　mostly 　of　subangular 　cobbles 　ofhornfels 　of 　the　Ryoke　metamorphic 　rocks 　and 　granite．

Unit 矼 is　represented 　by　coaTse−grained，　gravelly　granitic　sands　which 　buried　rap ；dly　the　shallow 　upper

reaches 　of 　the　pond．　The　unit 　shows 　a　terrace−like　sedimentary 　f｛）rm 　ended 　wi 　th　steep 　frontat　margjn ．　On

the　contrary　Unit 皿 is　made 　mostly 　of 　fine−grained　materials ，　such 　as，　silt　and 　fine　sand 　deposited　on 　deep

bottom　in　fセont 　ot
’
Unit且，Two 　coarse −grained，　gravelly　sand 】ayers 　are 　contained 　in　Unit　M ，which ，　together

with 　eoarse 　sand 　beds　of 　U 皿it∬
，
are　considered 　to　be　subaqueous 　high　densjty　gravity　flow　deposits．　The

basal　part　ofUnit 皿 is　possibly　a　continuatio 皿 ofUnit 　I　．　Two −thirds　o
’f　pond　area 　was 　buried　with 　Units∬

and 皿，Based　on　tbe　oldmap 　it　was 　around　1887，0nly　ten　and 　several　years　later　than　the　construction　ofthe

dam．　Unit　IV　js　represented 　by　two 　sets　offlood 　sediments 　on　the　buried　pond　surface．　It　changes 　into　de］taic

foreset　a皿d　bottomset　facies　in　the　rem 　ained　pond　area ．　Tbe　stone　dam　wa8 　darnaged　by　repeated 　fleods　and

the　pond　surface　was 　lowered　by　more 　than　lm．　Most　of 　pond　arca 　became　to　river 　terraee　suffered 　from

erosion ．　The　pond　was 　gradually　buried　with 　fine　clastic 　materials ．　Fine　to　medium 　grained　sands （Unit　V ）

distributcd　lim量tedly　i皿 the　upPer 　reach　ofthe 　pond　are 　on ユy　spill−over 且ood 　dqposits　fヤo皿 the　river 　betbre

the　destruction　of 　the　dam．

κ剛 肋 鷹 ；stone−dam　sediments ，
　Minamiyamashiro　flood　disaster，

　River　Fudo−gawa，　subaqueous

　　　　　 gravity　fiow

は じめに

　京都府南部，木津川右岸の 南山城地方は，主に花崗岩か ら

な る地質の 特性と，奈良 ・京都などの 造営や大寺院の 建設 に

よ る大量 の 木材の 切り出し，近世にお ける入会地の 過剰伐採

などがあい まっ て，長く禿げ山となっ て い た．そ の ため，近

世から明治初年にかけて河川 へ の 多量の 水や土砂 の 流入 に よ

る災害が 多発 して い た が，明治政府が オ ラ ン ダ か ら招聘した

ヨ ハ ネス
・デ ・レーケ らが治山 ・治水に努め こ とは よ く知ら

れ て い る （例えば，上 田 1987；山城 町 副 読本 「山 城町 とデ レ
ー

ケ」編集委員会編 1992；鈴木 2006，2008；植村ほ か 2007＞，

　 こ れ に よっ て こ の 地方 の 水害は軽減 して い たが，
“
戦後

’

の 1953 （昭和 28）年 8月 14日か ら 15 日未明に か け て，南

山城
一

帯 は稀に見る集中豪雨 に襲われ，また もや多数の 山崩

れ や土 石流，河川や堰堤の 堤防決壊による氾濫の ため甚大な

被害を生 じた．さらに，9月 25 日の 13号台風 が これ に 追い

打ちをか けた．時を置かず京大，同志社大，阪大，神戸大，

2010年 10月 6 日受付，2011年 3月 31日受理．
＊
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大阪大，和歌山大 に 長崎大 も加わ り，近畿地区各大学連合水

害調査団が組織された．調査は地質，生態，河川，砂防，建築，

経済，法律，歴史の 8 班，総勢 29 名で 行 わ れ，その 成果は

「山城地方の 水害」と して 翌 ／954年に公表された （近畿地区

各大學連合水害科学調査団 1954）．

　筆者の
一一

人中澤は その
一

員と して 調査に加わ っ たが ，棚倉

村 （現木津川市）不動川 F．流 で，ほ とん ど埋積され て い た堰

堤 （い わ ゆ る デ ・レーケ堰堤 の
一

つ ）が 決壊 し （第 1図），

それ に伴う濁流による侵食で 良好な堆積断面が露出して い る

の に 出会 っ た．そ して 翌年，中澤 の 指導に よ り京大理学部地

質学鉱物学教室の 三 回生の 地質測量学 の 実習 と して，地形測

量 と地質柱状図の 作成を行っ た，当時の 大学院生 で あ っ た志

岐常 正，清水大古郎 ら 地 団研会員有志 数名が こ れ に参加 し，

また志岐 は その 数 1．ユ後若干の 補足調査を行っ た．こ れ らの 成

果は 翌年中澤に よ りガ リ版刷りの 地団研京都支部報に簡単に

報告 され た．

　□本 に おけ る堰堤 の 歴史は古い が，特 に 明治以降 に は 大小

の ダム が数多 く作 られ，それ と と もに ダム に よる 環境破壊や

水害な どの 闇題が始 まっ た．その 中で もダム の 堆砂は ダ ム 管

理 者 だ け で な く，上 流住民 に と っ て も厄 介な 問 題 の
．．・つ と

なっ た．これ につ い て の調査は多くの ダム につ い て なされた

が （た とえば，芦田 197］；江崎 1966；吉良 1963），そ の堆

積過程 が ダ ム 堆積物 自体 の 堆積層序学的調査 に よ っ て 明 らか

に され た例 は ほ とん ど無い ように思われ る．

　 こ こ に報告す る不動川本谷堰堤 の 堆積層の 調査結果は，何

分 に もキに学生実習 に よ る もの で ，測量精度も観察も充分と

は言い 難 く，正式 の 報告 は見送 られて い た．しかし小さな堰

堤 の もの で は あ るが，ダム池 の 埋積過程を見る こ との 出来る

貴重な資料で あり，水の 流出口 の あ る溜水域 や デ ル タ で の 堆

積一
般 と堆積学的 に 比較検討す る上 で も興味ある 対象で あ

る．ダム 決壊 に よ る堆積物 の 流失が下流域 の 水害を拡大した

点 で も，資料を死蔵して お くの は惜 しい と考え，資料を再検

討 して 発表す る こ とに した．

本谷の 池と流域

　もと もと南 「」」城 の 木津川 に流入す る 天神川，不動川，鳴子

川な どの 各河川 は，地質図 （第 2 図）に示す よ うに風化 の 進

ん だ花崗岩地帯 を流 れ る ため に土砂流出が多く，山麓か らは

ノく井川 に なっ て い る （例えば，堀井 1955；鈴木 2005）．そ の

ため 1953年 8 月 151］の 集 iiEX 雨 に よ る洪水で堤防 が決壊 し

大 きな被害 をもた した （井手町史編集委員会ほか編 1983；

E田 1987），その うち特 に 不動川や，今 同の 報告 に は ない が

井手町玉 川の 「流
一

帯 で の 被害 を大きくした の が上 流 に設置

され た堰堤の決壊である．

　不動 川 は 本流 の 延 長約 6  皿 の 小 さい 谷川 で，流 域 の 大部
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E ん じよう やま

分 は花崗岩で 占め られ るが 最上流 の 三 上 山の 尾根を作 っ

て い る 山々 に は堆積岩起源の 領家変成岩 （片状 ホ ル ン フ ェ ル

ス ）や 丹波帯 の 粘板岩な どが分布す る （第 3 図），本報告で

本谷堰 堤 と呼 ぶ 石積 み 堰堤 は，1874（明治 7）年jR 奈良線

棚倉の 鉄橋よ り2．6km 上 流 に 試作的に作られ，翌年に取水樋

を埋設する などの 改築が行われ たもの で，い わゆ るデ ・レー

ケ堰堤 の 最初 の もの で あ る．そ して．そ れ に よる 溜め 池は 「本

谷 の 池」 と呼ばれ る ように な っ た （上田　1987）．

　堰堤長は 55m で ，右岸 に木製の 樋門 と樹幹 をくりぬ い て

作られた 用水樋 が ある （第4 図），樋の 直径の 記載は ない が，

ス ケ ッ チ か ら見て 20〜30cm と思 わ れ る．こ の 用水設備は，

水害当時は腐敗 して使用不能で あっ た と言う．また，．L田

（上990） に よれば 1883 （明治 16）年の 大］「ばつ の と き以外は

用水樋は 閉鎖 さ れ て い た と考えられ る、

第 1 図　決壊 した 不動 lq本谷 の 堰堤 （1．h城 町 匐1読本 1
．
山城 町 とデ レ ーケ」 編集委 員会 1992に よ る ），堰堤 右岸の 用 水樋が あ’

⊃ た部分 を中心 に

決壊 した．堰堤右半 分の 白い 部分 は余水 吐 けよ りの 溢流跡 と思 わ れ る、
Fig．1　 Destructed　stone −dam　of　River　FudQ−gawa ＠kel1仕om 　Edito酬 C〔｝mmittcc 　of 　Yamashiro　Town　1992）．　Whitish　part　of 　the　ri　ght　hand　ofthe 　dam

shows．　a　spil1way 　positlon．The 　dam 　was 　constructcd 　in　l　874−5〔Meiji7−8），　the　first　stonc −dam 　by　J．　Dc 　Rij　ke，　Netherland　cngineer ．

（6 〕
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第 2図　 南山城地方 地質 図 （Yoshizawa・et・al．上965；井手 町史編集委

員 会ほ か編 1983），凡例 の
’‘
中・古生層

”
は領家帯の粘板岩ホル ン フ ェ

ル ス とタ」波帯の 粘板 岩が 主体．
Fig．2　Gcolo 巳ical　map 　of 　Lhe　Yamash ｛ro　districL（Yoshizawa 　ct　a］．1965；

Editorial　Cemmittee　of　Town　History　of 且de−cho 　et　aL　l983）、　
L［Mesozoic

and 　Paleezoic　strata
”
consist 　mostty 　ofargittaceous 　hornfels　of 出c　Ryoke

metamorphic 　belt　and 血 e　Tamba 　uccretionary 　belt，

　池の 奥行 は，建設当初 は 200m位あっ たが，決壊当時は大

部分が埋 積 し30　一　35m にす ぎなかっ た 〔水害当時の 棚倉村

役場土木主任福地耕太郎氏に よ る）．後述す る ように，筆者

らの 測量結果 で も当初 の 奥行 きは 200m程度と推定 さ れ る．

堰堤 よ り上 流 の 流域面積 は 2．2km2で ある．

　本谷 の 池の 当時の 堆積物は，現在密集した 2m 以 上 の 笹竹

や 木で 覆われ，露頭は全 く見られず堰堤もわずか に残骸を止

め て い る に すぎない ．残念 なが ら露頭 の 再検討 は 不 可 能で あ

る．なお ，決壊 5年後の 1958年に は，301皿 下流 に高 さ 14m，

長 さ 64m の コ ン ク リ
ー

ト製 の 砂防 ダム が建設さ れ た が，堆

砂 は進 ん で い ない 、

（7）

堆積物の 露頭 と地区区分

　堰堤決壊に伴う激流の洗掘に よっ て形成された崖 に は，ダ

ム池 とその 上流部の 堆積物が よく観察 された （以下本谷 の 池

堆積物，あ るい は堰堤堆積物 と呼ぶ）．その 区域 は 40m に 及

ぶ 露頭 の 欠如部分 を挟み，上 流部 と下流部 に分け られ る．実

測平面図 （第 5図）に示すように，上流部に は決壊に伴 う二

つ の 流れ に よ っ て侵食され た池 の 堆積物 の 断面が見られた．
…

つ は不 動川本流 に沿 うもの と，もう
一

つ は平面図東端に 東

北 か ら流 れ 込む 大 きい 支谷 に 沿 うもの で あ る．支谷の 南壁 を

D 地区，本流北壁を E 地区 とする，

　…方，下流部で は ほ ぼ連続 した露頭が観察で きた，下流部

で は，上 流部か ら連続す るユ ニ ッ トH （後述）の 地層が 分布

する区域 をC 地区とする，また残 りの 内で，調査当時の 地

表面が堰堤余水吐け天端 より低い 範囲を A 地区．こ れより

上流 の 高 い 所 を B 地区 とす る．A 地区は 5地区の うちで 最

も堰堤 に近 く，堰堤決壊直前まで 水域 に あ り，堆積床 の 大部

分が水面下 に あ っ た 区域 で ある．A 地区 よ り下流 堰堤 に至

る 30m の 間は決壊の 洗掘に よっ て堆積物は流失 して い る．

　実測図に お い て高さ の基準は堰堤決壊部に露出 して い た基

盤岩 （花崗岩）の 上で あ り，こ こ を Om として あ る．堰堤余

水吐けの 高さは 6m で，通常的に貯水 されるの は こ の 高さま

で で あ る．

堆積物の層序 と層相

　主 と して 層相 と堆積形態 に着目し，露頭で観察され る堆積

物 を 5 つ の 堆積 ユ ニ ッ トに 区分 した．こ れ らを下位 よ りユ

ニ ッ ト 1〜V と呼ぶ ．また．各ユ ニ ッ トの 中の 特徴的な砂
〜

砂礫層 につ い て は，例 え ば ユ ニ ッ ト皿 の 中で は，皿 a 層，皿

b層の ように，ア ル フ ァ ベ ッ トを添えて表す．

　ユ ニ ッ ト1は本谷 の池形成以前の 土石流堆積物であり，各

地区に 点在す る，ユ ニ ッ ト且 は，上流地域 の D ・E 地区と下

流地域 の うちの c 地区に 分布す る粗粒な堆積物 で あ る．ユ

ニ ッ ト皿 は 主 と して 下流地域 の A 〜C 地区に分布する細粒

な堆積物 で あ るが，数枚 の 砂層 ・砂礫層を挟む．ユ ニ ッ トIV

はユ ニ ッ ト且 ・皿 の 上 に重なる粗粒な地層で あり，最も広く

分布す る．ユ ニ ッ トV は土壌 を挟ん で 下位層をおおう本地域

最後の堆積物で あり．1953年の 洪水堆積物 もこ の 中 に含 ま

れ る，

　不動川 本谷堰堤堆積物全体の ユ ニ ッ ト区分 とそれ らの 状況

を地 質断面図 （第 6 図）に，また A 〜E 地区の 各地点 の柱

状図を第 7図 に示す，

　　　　　　　　　　 ユ ニ ッ ト1

　大小 の 淘汰の 悪 い 角
〜亜 角礫か ら なり，D ・E 地区や 下 流

部 A 〜C 地区 の 河床 に 局部的に 露出する，礫は 中
〜

大礫で

N 工工
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第 3 図　不動川流 域の 地 形 と河床断面．国土 地 理 院発行 1125．OOO 「出辺」を使用．　 a は本谷 と相 公 の 合流点，bは水 害後 に建 設 された コ ン ク リ

ー
トの 新 しい 砂 防 ダ ム，c は決壊 した 本 谷の 堰 堤．　 X，　 Y は河床断面 図を作成 した範囲を表す．
Fig．3　Topographic　map 　showing 　drainagc　area 　of　R 且ver 　Fudo−gawa　alld　its　lol】g重tudinal　prefile（Using　th ¢ topographic 　map 　of

“Tanabe”，　scale　1：25，000
published　by血e　GeographicalSurvey　Institution　ofJ 鼬pan）．　a：jt　lction　ofmain 　stream 　and 　Aidani　valley 　b：new 　uoncrete 　darn　cons ぽucted 　after山 e　destruction

ofthe 　stone −dam　c ：destructed　stone −dam ．　X −Y ：line　ofriver 　floorprefi［e．

主 に 中〜粗粒砂 を基質 とす るが場所 に より粒度組成が異な

り，30cm に 達す る 巨礫を含む所もあ る．領家変成岩 の 泥質

岩起源 の ホ ル ン フ ェ ル ス 礫 が 花崗岩礫よ り多い 点で ，こ れ よ

り L位の ほ とん どの 地層が花崗岩質中 ・細礫〜粮粒砂を主と

する こ と と異なっ て い る，顕者な正級化 の 認められ る所があ

る．B 地区へ
2 地点付近の 河床に花崗岩の 基盤が 露出す るが ．

そ れ との 標高差か ら判断する と層厚は 50cm前後にす ぎず，

粗粒で あ る に も関 わ らず厚くない ．

　 なお，ユ ニ ッ ト1 の 上 面が zat” 余水 叶 けの 高さ と一
致す る

地 点 まで が 当初 の 池 の 満水時の 奥行 き とみ な さ れ る．そ の

奥行 きは，D 地 区で は ヌ
】
よ りや や 上 流地点，　 E 地 区で は ル 1

ル2 の 中間地 点に あ り，そ れ ぞ れ堰堤 か ら約 14Gm，170mで

あ る．た だ し，こ れは 露頭が存在する 場所で あ り，本谷の 池

の 側壁 に 近い とこ ろ に 位置 して い る．谷の 中央部 で は 堰堤か

ら 200m ほ どの 奥行 きが 推定 され る．

（8 ＞

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ユ ニ ッ トll

　上流部 D ・E 地区から C 地区 に 分布 し，主 と して 粗粒 な

琳積物 か らな る．層厚 は D 地 区で は 70cm 前後，　 E 地 区
’
ド流

ル 1 地点で は約 1，8皿 である．すで に述べ た ように，ル
】
とル 2

の 中間地点 に堰 旋余水吐け水準面が くる．ル 1 地点 で はユ

ニ ッ ト1 の トに，下位よ り．木片 を含む含中〜細礫組粒砂層

75em，も灰色シ ル ト
〜極細粒砂層 14cm，数 cm の 粗粒砂 と

シ ル ト層，約 50cm の 露頭欠如を へ て約 35cmの弱い 斜交菓

理をもつ 中
〜
細礫質粗粒砂層が 重なる．基底邦 に青灰色 シ ル

トの 再 食礫 を含 ん で い る．D ｝也区 下 流 ヌ
⊥
地 点で は 旧 河 床礫

に 接 して 1  〜30cm の 厚 さ の 植物片や 木k の 多 い シ ル ト質

砂層が ある．そ の 上 は粗粒砂層で ある が，こ の砂層の 中 。［1に

8cm の 厚さの 木片 に官 む暗灰色砂層 が挟在す る．ま た E 地 区

ル 2 地点お よび D 地区 ヌ z 地点 に は，ユ ニ ッ ト最上部 にそれ

ぞ れ 25cm ，70cm の 厚 さの 淘汰 の 悪 い 角礫層が あ る．含
r
ま れ

る礫 は ．ユ ニ ッ ト1 の 礫 と異な り，花崗岩礫が領家帯 ホ ル ン

フ ェ ル ス よ り多い ．
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第 4 図　旧棚倉村に あ っ た 1887（明治 20）年頃の 本谷の 池お よび上流 地域の 見取り図 （図の 横幅は 450m）．原 図は縮尺 1！600で 北が下で あるが，
比較の た め．ヒに 直して ある （資料は 福地 耕太郎氏提供）．堰堤 の 右岸に は農業用 の 取水樋が 設 置され てい た，
Fig．4　01d　sketch 　map 　of 　the　stone −d雀m 　pond 　area 　called　Honda皿 i−no −ike　which 　is　considered 　to　be　drawn　around 　l887．　Water　gate　and 　wooden 　plpe　were

prepured　aξthe　r｛ght　end 　ofthe 　dam．Original　scale ； 1：600，　Length　ofthe 　figure；450m ，
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第 5 図　決壊後の 本谷 の 池 の 実測図．原図は 11500で．作成は 19M 年 11月 20〜21 日．　BM は 堰堤基盤 花崗岩上 の 測量基 準点 で ，こ こ を 〔｝m

と して い る．X −Y は第 6 図に示 した 模 式断面の 位 置．
Fig．5　Map 　of 　actUal　measurernenL 　Origina］scale ： 1：500，　BM ：bench　mark 　settLed　on 　the　surfaee 　of　granite　basernent，　X−Y；line　of　the　geologica］cross

9・eetlon　ofFig ．6．

（9 ）
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第 6 図　堆積様式 を示す模式断面図．枠で 囲っ た範囲の 調査当時の ス ケ ッ チ と柱 状図か ら作 成した もの．チ 1
’一・リの ス ケ ッ チ は 第8 図 に．ホ 2

〜へ 、につ い て は第 9図 に 詳細 を示 す．
Fig・6　Geologic　cross　sectien 　based　on 　geological　c（）1umnar　sections （Figs．7−1　and　2）and 　sketehes 　ofoutcrops （Figs，8and 　9）．

　下流部 の C 地 区で は 層厚 が 最 も厚 く，2．5m に 達する と推

定され る，よ り下流 B 地区の ユ ニ ッ ト皿 に対 して ベ ン チ状

の 段地形を作っ て い る （第 8 図）．こ こ で は 下位か ら上 位に

次の よ うな層序が 観察 され る （第7図 リ ・チ 2 地点柱状 図）．

　
一
番下 に葉理不明瞭な細礫質砂とシル トの混合層が あり，

層厚は 40cm で ある．そ の．Lは厚 さ50cmの 細礫質 ア ル コ ー

ス 粗粒砂層 （Ia 層）で あ り，こ の 層 に は木 の 根 を多く含む

部分があ る，さらにその ．ヒに，40cm の 厚 さの 葉理不明瞭な

ア ル コ
ー

ス 細
〜

申粒砂と シ ル トの 互 層が 重 な る，そ して 番

ヒが淘汰不良の 中
〜
粗粒 ア ル コ

ー
ス 砂層 （工rb 層）で．ヒ方

に 逆 級化 し礫質 に な る．層厚は 75cm で あ る．な お，第 8 図

ス ケ ッ チ の 右 上 の 柱状 図に よれ ば，そ の 下 河床 まで 50cm の

部分 に，細礫質粗砂層が あ る．ス ケ ッ チ で は 露出が 悪 い た め

か 1a 層 に あた る粗粒砂層は描かれて い ない ．

　ユ ニ ッ トH の 各層は C 地区末端で 尖滅して い る ように見

える．と くに Eb 層は 前端が下流側 に 垂れ下が っ て 尖滅して

お り，上 に 凸状の 形態を 示す．こ の 垂 れ下 が りの 延長 とユ ニ ッ

ト皿 の 関係に つ い て は次節 で 述べ る．

　　　　　　　　　　 ユ ニ ッ ト皿

　層厚，層相あ るい は堆積形態 はユ ニ ッ ト1 の それ ら とは大

きく異な っ て い る．すなわ ち こ れ らの 堆積物 は下 流 域 の A ・

B 地 区で は深 い 堆積盆 を厚 く埋積す る が，C 地区で は段丘状

の ユ ニ ッ ト且 をご く薄 く被覆するの みで あ り，D ・E 地区の

下流域 で消滅する．層厚は前者で は L5m （A 地区）一一
　3m （B

地区）で あ るが，C 地区で は 50cm足 らずにすぎな い ．層相

は C 地区で は青灰色 シル ト層 と極細粒砂層の 互層よ りなり，

下底 に 暗灰色の 木の 根 を多数含 ん だ部分がある，D 地区で は

柱状 図ヌ ↓ で 厚 さ 20cm の シ ル ト層があ り，植物片 を多 く含

ん で い る．

　A ・B 地区で は 細粒堆積物 すな わ ち極細粒砂 ・シ ル トの

細互 層，極網粒砂 の 薄層 を伴う泥質層，ほ とん ど砂 を挟 ま な

い 粘土層，葉理の 発達 した細〜極細粒砂層などが主体 で ある．

これ らは場所に よ り，また層準に よ り層相変化する．一
般 に

下 部の 方が よ り細粒 で 泥が優勢 で ある が，ヒ部で は砂が 多く

な る，木の 業 小枝その 他 の 植物片 は種々 の 層準に 見 られ る．

青灰色粘土層中 に は シ ル ト〜極細粒砂 の 葉理が発達す るが

（10）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Association for the Geological Collaboration in Japan (AGCJ)

NII-Electronic Library Service

The 　Assooiation 　for 　the 　Geologioal 　Collaboration 　in 　Japan 　（AGCJ ｝

京都府南部不動川本谷石積み堰堤の 堆積物 145

A 地区下流 二 地点で は最下部の 粘上 層中の シ ル ト〜極細粒砂

の 葉理 は逆級化を示して い る．

　地域的 な変化として は，B 地区下部の 極細粒砂 を伴う泥質

層は A 地区で はほ とん ど極細粒砂 を含まない 泥質層 に変 わ

り，
一．・

部に は数 10cmの 青黒色粘土層に移 り変わる．また，

B 地区上部の 細粒
〜

極細粒砂 を伴う泥質層は，A 地区で は極

細粒砂 をほ とん ど含まない 泥質層に移化す る．つ ま り，下流

側ほ ど泥質 で ある．

　以．ヒの 細粒堆積層 の ほ か に 3層 の 砂〜砂礫層が観察され

る，こ れ ら を 下 位 よ り皿 a，M 　b，皿 c 層 と呼 ぶ が，最 も顕

著な砂礫層は Ma 層で あ る．皿 a 層は 層厚 40　一　70cm の 含

礫粗粒砂層で，最 も連続性があ りB 地区 ト［
　rk点か ら堰堤 の

手前 30m の A 地区ハ 地点まで 50m 以．ヒ追跡 で きる，粒度は

A ・
｛
〜A3 地点で 最 も粗粒 で 中礫サイズ の もの ま で含ま れ る．

へ 地点で は礫の 平行配列が認 め られ る．そ して 両側に粒度

を減じ粗粒砂・一＊U礫とな る，A 地区の ホ 2 付近 で は，皿 a 層

は 下位の 泥層 とは侵 食面 で接 し，また 中位 に tw　cm の極細粒

砂層を挟む．

　 皿 b層 は層厚 30　一　40cm の 含礫砂層で ある．　 B 地区チ］地

点か らト1 地点まで 20m 近 く連続 して 消滅す る．所 に よ り逆

級化が見 られ る （ト。）．こ の 含礫砂層 は上流 チ
／から ト4 にか

けて は粗粒 で 中礫を含む．

　 皿 c 層は下位 2 層に比べ か な り網粒で ある．ユ ニ ッ ト皿 の

最．L部に あり，層厚は 20　一一　30cm と薄く，木の根や植物片

の多い 黒色葉理層を挟在する．チ 1
〜

  まで の 10m程度 し

か連続 しない ．下位 2 層と同様 に 両側 に粒度 と層厚を減 じ

る，すなわち，ト4 付近で 最 も粗粒 で あ るが，北東側へ はチ］

で 極細粒砂
〜

細粒砂 となり，その 先 で 尖滅する，南西側へ は

ト
／1 で極細粒砂〜細粒砂 とな り，さ ら に その 先で は 他の 層 と

区分 で きな くな る．

　 以上 の ほ か に A 地区最下 流ハ 地点で は特異な産状の 含礫

層が見 られ る，中礫や粗粒砂を含む灰色淘汰不良 の シ ル ト質

砂層が，1．5m の 厚さの 不規則な形態 で ，細
〜

極細粒砂 を葉

理 状 に含む泥質層中に挟在 して い る．

　次に，ユ ニ ッ ト1 とユ ニ ッ 団 ［の 関係 につ い て 述べ る，第

7，8図に示すよ うに，C 地区で は ユ ニ ッ ト皿 の シ ル トや砂

層 が オ ン ラ ッ プす る ような葉理 をもっ て ユ ニ ッ ト且 の 上 に 重

な る．ユ ニ ッ トロ最上部の 逆級化する砂礫層 （Hb 層）は

チ 2 付近で ド流側に垂れ下が っ て 尖滅す る．こ の 垂れ下が っ

た Hb 層をそ の まま延長する とユ ニ ッ ト皿 の 皿 b 層 よ り下位

に 至 る が，その 下 流 側 の 状況 は 明らかで ない ，これ らの こ と

から地層 の 対比 に は二 つ の
．
冂∫能性 が考え られ る，一

つ は ユ

ニ ッ 1・H と皿の境界が ユ ニ ッ トIIIの 基底部 に延長す る可能性

で ある．こ の 場合，ユ ニ ッ ト班 はユ ニ ッ ト1 よ り上位 の 関 係

とな る．もう一つ の 可 能 性 と して ，且 b 層 は連続 の
一

部 は途

切れる が，皿 b層 の 下位 に ある 皿 a 層に 連続する可能性 で あ

る．こ の場合，堆積時の微地 形や堆積体 の 形状な どに よっ て，

地層 の 連続性が規制されて い たと推察 され，その こ とは後述

する ように Ib 層および皿 a 層の 堆積過程からも示唆され る，

　　　　　　　　　　 ユ ニ ッ トIV

　 この ユ ニ ッ 1・は E 地区か ら B 地 区に わ た っ て ，ユ ニ ッ ト

H と皿 を被覆して 堆積 して い る．含細〜中礫粗粒砂層が上 下

2層発達して お り，下位の もの をIVa層，上位の それを“i　b

層 と呼ぶ，2層 の 間に は平行葉理 の 発達した青灰 色 シ ル ト〜

粘土層 （上流D ・E 地区で は細粒砂層）が数 10cm の 厚さで

挟まれ る．全層厚は 1．5〜2．5m で あ る．

　上流側 の D 地区で は，IVa層は均質無層理 な砂礫層が卓

越す る．それに対 しE 地区で は平行葉理をなす砂礫層が 多い ．

特 にル 3 地点で は顕著な正級化を示す細礫〜
中粒砂の 葉理層

が 10数枚観察され る．また，ル 1 地点で は弱い 斜交葉理が見

られ る．

　B ・C 地区の IVa層は，均質で無層理な所 フ ォ
ーセ ッ ト

をなす斜交葉理の 発達する所，平行葉理の 見られ る所など層

相 の 変化 が激 しい ．こ れ らの 層相 は，そ の 全部が そ ろ っ て い

る所 （リや へ
4 地点）で は下位から川頁に，無層理砂礫層，フ ォ

ー

セ ッ ト葉理砂礫層，平行葉理砂礫層の順 に 重なる，全部がそ

ろ っ て い ない 所で も，層相 は おおむ ね こ の ！r頂に重なっ て い る．

　B 地区 ト1 地点に は Na 層基底の 高さが急変する所があ り，

こ れ よ り下流 の B 地区へ
4 か ら A 地区ホ 2 で は，よ り大きな

セ ッ ト厚の フ ォ
ーセ ッ ト葉理が形成 され て い る．こ れ らは全

体として コ ン ケ イブ型の 三 角州の 前置層と底置層の ような形

態をな して い る，そ の構成各葉理セ ッ トに は正級化が認め ら

れる所があ る．第 9図 に示したように，A 地区の ホ 2 地点〜

へ
］ 地点で は，B 地区から続 く砂層中に少な くとも 2枚の 泥

質層が挟 まれて い る．個別の 砂層の
．．
ド半部に は，傾い て い る

層面 よ りさらに急傾斜する斜交葉理を持つ 礫配置が認められ

る所 が あ る．こ の よ うな三 角州状の 堆積 を示す地層は 下流 に

泥〜細粒砂の 葉理互 層に移 り変わ り，下位 の ユ ニ ッ ト皿 の 地

層 とは識別困難に なる．

　］Va 層 と工Vb 層 の 間 の 泥質層 は E ・D 地 区 で は場所に よ り

かな り厚さが異なる （5〜450m）．一
般に シ ル トと極細粒砂

が葉理状 に互層す るが．所に より植物片が薄く集まっ て配列

す る．B ・C 地区で は 30　一　50cm厚の シ ル トが 主で あ るが ，

B 地区 ト2 地点で は泥層中に 2〜7cm大の 亜角礫が含まれ る，

A 地区で は，泥質層は B 地区 との 境界で あ るへ
1付近 に わず

か に見られ る にすぎな い ．（第9 図）

　Wb 層 も分布が 広 く，亅Va 層 と 同様 に地 域変化 に 富 むが，

全体 として 見 る と含まれ る礫の粒度は．E流 か ら下流へ 減少 し

て い る．E 地区 に は上 部 に大礫 を含む層準 （ル 2 地点）が ある．
一

般 に D ・E 地区で は平行葉理 が 発達する．C 地区 リ地点で

は，この 層 は下 か ら上 に ，斜交葉理が 発達する粗粒砂
〜細礫

層，弱い 平行葉理 が ある粗粒砂層，無構造 の 細礫層，無層理

の 細粒砂層の 4層 に 区分 され る （全層厚は 1m）．　 Wb 層全体

の 層厚 は，E 〜C 地 区で は 75 〜 100cm に 達する が，　 B 地区

で は 50cm 以 下 に減少す る．つ まり全体と して 下流側 に 層厚

（ll）
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第 7 図 （その 1） 各地点 の 柱状 図 （お もに A 〜B 地 域 ）．
Fig．7・1　Geological　co］u：nnar 　sections　ofAand 　B 　area．

高さは 第 5 図 に示 した 測量原点 か らの 高 さ を表す．

を減 じて い る，なお，B 地区へ よ り下流 で は侵食 に より露

出が確認で きない ．

　　　　　　　　　　　ユ ニ ッ トV

　ユ ニ ッ トV は E ・D 地区とA 地区ホ 2 地点付近に 限 っ て 分

布す る 地層 で，堰堤決壊を招 い た 1953年の 洪水堆積物 も こ

の 中に含まれ る，

　D 地区で はユ ニ ッ トIVとの 問 に約 10cmの 黒色土壌．　 E 地

区ル 3 地点 で は数 cm の 褐色土壌を介在 して 60cm内外 の 厚 さ

の 淡灰色細粒
〜

中粒砂層が 重な る．こ の 砂層の 表面 は植 生 を

持つ 土壌で覆わ れ て お り，この 砂層 は 1953年堰堤決壊以前

の 堆積層 で ある こ とは明 らかで あ る．E 地区ル u 地点 で は ユ

ニ ッ トW の 砂礫層 の 上 に 120cm に 及 ぶ 細粒砂が あ る．層準

と層相か ら判断すれ ば，土壌層 は挟まれ て い な い が ユ ニ ッ ト

V で ある 可能性が強 い ．

　A 地区 ホ2 地点 で は ユ ニ ッ ト1Vの 泥質層の 上 に厚さ 15　・−

20cm の 葉理質細粒砂層が 生 痕 ら しい 凹凸面をもっ て 重な っ

て お り，こ れ をVa 層 とす る （第 7，9図）．上 面 は厚さ 2〜

3cm の，ご く浅 い 岸辺の 湿地性堆積層 と思 わ れる 青黒色有機

質土壌で覆わ れ る．こ の．Eに厚さ 10cmの暗灰色 中粒砂層が

重 なっ て お り、こ れ を Vb 層 とす る、この 層 の 表面 は草地 に

な っ て い る，そ して，さ らに こ の 草地 は 1953年 の 洪水に よ

る 10cm前後 の 粗粒砂 （こ れを Vc 層とする）で 被わ れ る．

上
「
ドに土壌層が あ る 点か らVb 層は E ・D 地区の ユ ニ ッ トV

に 対比される．A 地区の こ の ユ ニ ッ トは 4．7〜5．2m の水準

にあ り，堰堤余水吐け水準より低い 位置の 堆積物 で あ る こ と

が 注 目され る．こ の 点に つ い て は次項で 考察する．

堆積過程の 考察

　　　　　本谷の 池堆積物 の 堆積機構に つ い て

　堰堤流域 の 砕屑物の 生 産量 は，池が急速に埋積され て い る

こ とか ら見て もわ か る よ うに相当多か っ た の で あ ろ う．しか

もマ サ だ けで な く，細粒物 （極細粒砂，シ ル ト，粘土）もか

な り生産され て い る．山腹で生 産 され た 砕屑物は，堰堤建設

以前は大部分が下流へ 流れ去 り下流天井川地域の 河床を高め

て い たが ，堰堤建設以降 は大部分 が本谷の 池 に堆積す る こ と

に なっ た と考えられ る．

　本谷 の 池堆積物 の 形成場 は，堰 堤 で の 水深 6m，幅 50m，

長 さ 2DOm の 滞水域 で あ る．ユ ニ ッ トH の 細粒部お よび ユ

ニ ッ ト皿 の極細粒砂 の 薄い 葉理 を伴 うシル ト〜粘土層 は，日

常的に 起 こ る程度の 洪水 に よっ て ，懸濁物や植物片が流入
・

（12 ）
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第 7 図 （その 2） 各地点の柱状図 （お もに C 〜E 地域）．
Fig．7・2　Geological　columnar 　s¢ ct量ons 　of　C 〜Eareas．

説明は その 1に 同じ．

沈殿して形成されたもの と考えられる 、ユ ニ ッ トIHの 細粒物

は池 の上流側で 砂質シ ル トが卓越 し，下流部で は粘土質で あ

る こ ともこ れを支持して い る．また，堆積が進ん で池が浅く

な っ た た め に，ユ ニ ッ ト皿の 上位ほ ど極細粒砂に富む シル ト

が堆積した もの と考え られ る，

　それ に対し，粗粒堆積物は多量 の砕屑物が流下す る ような

大洪水 に伴 っ て 形成 され た と考えられ る．本谷 の 池堆積物の

中で 顕著な粗粒層は，Ia ，　 Eb ，皿 a，　 Mb ，　 rv　a，　 Wb の

各層で あるが，ここで は 分布の 広い 皿 a 層 と】Va 層 を中心に

述べ る．

　皿 a 層は SO　一　IOOcmの 厚さの 中礫混 じり粗粒砂で，　 B 地

区上流部から堰堤 の 30m 手前 まで 追跡され る．こ こ で は余

水吐け水準か らの水深は 3m 程である，洪水時に は堰堤 の ヒ

を相当な厚 さで 溢れ出す流 れ がで きて い た の で あ ろ うが，堤

体 に遮 られ，流 れ は 表層 に 限 られ て い た と考え られ る．した

が っ て ，皿 a 層 は 河川 に おけ る掃流堆積物 と は考 えに くい ．

無層理で 厚 い 砂層や砂礫層 で ある こ とや 侵食基底 を持つ とい

う層相か ら，皿 a 層 は水中重力流堆積物 と考えられ る，

　 こ の 丗 a 層が 上 流側 C屯 地 区 の どの 層 と対応す るか 厳密

な対比 は困難で ある．しか し，D 地区の ユ ニ ッ ト∬は 土石流

起源と考えら れ る大礫を含む淘汰の 悪い 角礫層や均質粗粒砂

層 か ら なる．E 地区の そ れ は，　 D 地 区と同 様 な土 石 流起源の

堆積物と弱い 斜交葉理 を示す中礫混じりの粗粒砂からなる，

C 地区で は逆級化構造 も見られる （Hb 層）．そして下流部

の 滞水域 に分布する 皿 a 層 で は，水中重力流堆積物 と考えら

れ る地層がほぼ同 じ厚 さで 連続する．こ の ような こ とから，

本谷の 池流域 で発生 した 土石流が池に流入 し，
一

部はそ こで

停止 して D ・E 地区で 見られ る よ うな土石流起源 の 堆積物を

残した と見 る こ とがで きる．そ して，残 りの かな りの 部分は

水中堆積物重力流 となっ て 池の 底を流 下 して い っ た もの と考

えられ る．

　水中堆積物重力流 の 本体 は推定 され る 本谷 の 中心を流 下

し，下 流部の 深 い 池に，扇状 で 上 に 凸の 堆積体 を形成 した こ

と が地層 の 分布か らわ か る （第 10図）．へ
4
〜

  で最も粗

粒である こ とか ら この あ た りが 水中堆積物重力流の 軸部 と考

えられる．一
方，本谷の 右岸寄 りに あた る C 地区の リ地点

（13）
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第 8 図　B 地区東端一一C 地区の 堆積様式を示すス ケ ッ チ，第 6 図の チ 1
〜

リ の範囲 の ス ケ ッ チ で、当時大学院生 で 調 査に参加 した故 清水大 吉郎

氏に よる もの ．
Fig．8　Sketch　o．f　thL− outcrop 　ofthe 　trtmsitiona）purt　f沁m 　C　to　B　areu，　cerrespollding 　to　the　towei　left　square 　of 　Fig．6．　Vertica］］ines　are 　poillts　ot

’
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第 9 図 A 地 区東端部 の 堆積 物 の ス ケ ッ チ．第 6図 ホ2
〜へ

1 の 範囲 の ス ケ ッ チ で ，筆者 らの う らの 中澤に よるもの ．
Fig．9　Sketch　ofeutcrop 　in　the　eastern 　part　ofA 　area，　oQrresponding 　to　thc　squarc 　of 　the　upper 　middle 　part　ofFig ．6，
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8 旧

凸
り

42o

第 10 図　Hb と皿a 層 の 堆積 過程復元 図．等高線は堰堤建設 直後の 地形を復元 した もの，6m 等高線は本谷の 池当初の 水域を表す，
Fig，10　Reeonstructed　flgi［re　ofthe 　sedimentation 　stage 　ofthe 　I　b ・

肛 asand 　layer．　The　aエca 　surrounded 　by　contour 　line　6　m 　is　an 　original 　pond 　area．

やその、L流で は Ha 層や そ の 下 の 砂層が堆積 して お り，こ こ

で は少し高い 地形面が形成され て い た．こ の ような微高地 の

ため，谷の右岸寄りで は同じ水中堆積物重力流で あ っ て もエ

ネル ギ
ー

は 中軸部よ り弱 く，C 地区 リ地点付近で 垂れ下 が る

よ うな構造を形成 して 停止 した と考 えら れ る．こ の よ うに，

Hb 層 と 皿 a 層の 層相変化や不連続 は，陸域か ら水域 へ の 変

化 や微地形を反映し堆積物重力流 が短い 距離で 分化した こ と

を示 して い る の で あろ う，同様 に堆積物重力流 の 分化 した 例

として富士山大沢扇状地沈砂地 の もの があ る．こ こ で は富士

山大沢崩れで発生 した土石流が沈砂地 の水塊 に突入 した後，

流 れ は水 中高密度重力流へ 分化 した こ とが明 らか に され てお

り，本研究 と1司様 に 層相の 側方変化 も非常 に激 しい （増円ほ

カ、 2005）．

　 皿 a 層とIb 層が 連続せず，Ib 層よりも皿 a 層が 上位で

あ る場合 に は，先に 発生 した水中堆積物重力流 に よ っ て主 に

上流部の 北側部分が埋 積 され，C 地区 皿 b層の 垂れ下が りの

部分まで の 地層が形成された と考えられ る．その 後 次 の 水

中堆積物重力流 が 発 生 し，残 され て い た 上 流 部南側 の 谷 を埋

め な が ら本谷 の 池の 下 流部分を埋積し，皿 a 層 を形成 した の

で あろ う，1且b 層につ い て も，逆級化構造を伴 っ て お り，規

模は小さくなる が基本的 に は同様な堆積機構が 考えられ る，

　次に IVa 層 に つ い て 述べ る （第 U 図）．　 Wa 層 は，無層理

砂礫層，フ t 一セ ッ ト葉理砂礫層，平行葉理 砂礫層な ど層相

の 変化 が 激 しい ．無層理砂礫層 は B 地区の 上 流側
〜D 地区

に多く，B 地区下 流部〜A 地区 で は フ ォ
ーセ ッ ト葉 理砂礫

層や平行葉理砂礫層が多くみ られ る，

　無層理砂礫層は広い 範囲に わ た っ て かなりの 厚さで 無層理

な構造 を示 して お り，土石流 もしくは密度の 高 い 洪水流 （ハ

イパ ー
コ ン セ ン トレ イテ ッ ド流）に よ っ て 堆積 した と考えら

れ る．その 後，引 き続 く洪水流 に よ っ て 土 石流やハ イパ ー

コ ン セ ン トレ イ テ ッ ド流 な どの 高濃集な 流 れ は希釈さ れ，

フ ォ
ーセ ッ ト葉理をな して前進する掃流堆積物が形成され て

い っ た，そ して，そ れ らは 水深が 急変 して 深 くな る とこ ろか

らセ ッ ト厚の大きな フ ォ
ー

セ ッ ト葉理すなわちデ ル タの前概

層とい うべ き堆積体に 変化 した，こ の 前置層 の 形態は，ト2

付近で はア ン ギュ ラー型で あ るが，しだい に タ ン ジ ェ ン シ ャ

ル 型 （へ
〜

へ
3）に な り，コ ン ケイブ型 （へ

2 付近）へ と変

化する．こ の ような変化 は懸濁物質の増加 を意1床して い ると

考え られ る （Jopling　1965）．その 土 の 堆積物は平行葉理が 発

達するが，こ れ は堆積の 進行に よ っ て 堆積場が デル タ面へ と

変化 して水深が浅 くな り，高流砂階 の平滑床が形成され た た

め と考えられる．こ の 時上流の D 地 区で は，こ の 最後 の 段

階の 堆積物 は ほ とん ど形成されなかっ た と見られ る．

　最後に IVa層 と IVb層 の 間の シル ト
ー一一

細粒砂層に つ い て 触

れる．こ の 層 の 分布す る 高さは 7m 以上で あ り，堰堤余水吐

け よ りは る か に高い ．しか もこ の シ ル ト
ー
細 粒砂層 はか なり

厚 く，部分的に 角礫 を含む所 もあ り，そ の すべ て が 工Va 層 を

もた ら した洪水の 減水期 に堆積 した ドレ
ー

プ堆積層 とは考え

に くい ．滋賀県野洲 川 の観察で は礫質氾濫堆積物 の 上 に は

ほ とん ど ド レープ 堆積物 は 残 らず，シ ル ト層が残 っ て い た

（15）
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　 　 　 　 　 　 　 B： IVa層堆積直後の水陸境界
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第 11 図　Wa 層の 堆積 過程復 元図．破線 は ユ ニ ッ ト皿 堆積終了後の 水陸境 界，ハ ッ チ をつ けた線 はIVa層堆積直後の水陸境界．
Fig．11　Recons’tructed　figure　ofthe 　sedimentation 　stage　ofthe 　IVa　sand 　layer．　Broken　line　indicatcs　the　water 　front　at　the　end 　ofsed ぬ entat孟on 　of　Un至t 皿，
andhatched 　line　is　1hat　ofUnit 　IVa．

の は堆積物の 表面が やや くぼ ん だ 地域 の み で あ っ た （鈴木

2000），こ の よ うな こ とか らtIVa 層 とIVb層 の 間 の シ ル ト

〜細砂層 に は，そ の 後何回か の 洪水で 流路 か ら溢れ出 して 堆

積 した泥質物が か な り含まれて い る と考えられる，

　　　　　　　 本谷 の 池堆積物の 形成史

　ユ ニ ッ ト1 の 至 石流堆積物 と基盤 の 花崗岩か ら な る本谷

に，1874年堰堤建設 によっ て 池が誕生 した，第 5 図 に示 し

た 測量結果 をもとに初期地形を復冗する と第10 図の 等高線

ように な る．

　地質断面図か ら判断する と，ユ ニ ッ ト］flの堆積物の 上面は

B 地区の 判 ま付近 （B 地区 ト1 付近） まで 余水吐けの 天端水

準に 達して い る．すなわち当初 200m 程で あっ た池の 奥行き

は 70m 位に まで 縮小 した こ と に な る （第 ll図 ），こ の 状態

は 1887年 頃を示す古 い 図面 （第 4 図） とほ ぼ一
致する．古

い 図面に お い て約 4m とされ る池の 深 さ も地質断面図か ら推

定 され る 池 の 深 さ と調和す る．つ ま りユ ニ ッ ト皿 の 堆積終了

は 1887年頃で ある こ とを示 して い る．した が っ て 10数年 で

池 の 面積 の 6割近 くが埋 め 立 て られ た こ とに な る．

　第 1表に 山城地域 を中心 とした洪水年表を示す、堰堤が建

設 された 1874　一　5　aiか ら第 4 図の 図面が 描か れ た 1887年ご

う まで の 洪水 の うち，規模の大きなもの は表中に 丸印を付し

た 1876年，1880年，1884年，1885年 の 4 回で ある．こ れ

らは い ずれ も災害を引き起こ して お り，地元 の 市町村史に記

載がある （木津町史編 さん委員会SC　／986，1991；上田　1987，
1990；井手町史糲集委員会編 1979；城陽市史編さん委員会

編 1996，1999；田辺町近代誌編 さ ん 委員会編 1987a，　 b ；八

幡市誌編纂委員協議会編 1980；久御山町史編さん委員会編

1992）．

　
一一t

方，粗粒堆積物 は，Ib 層 と 皿 a 層が 同
一

と した場合，
ユ ニ ッ ト皿 堆積終了まで に Ea 層 の 下 の 粗粒砂層，9a 層，

llb層 と皿 a 層，皿 b 層の 4 層が 認 め られて おり，洪水イベ

ン トの 回数 と
一

致す る，災害を起 こ さず記録 に残 ら ない 洪水

か ら粗粒な堆積物が 形成さ れ る 可能性も否定は で きな い が，

お お む ね 4 枚の 粗粒層 は こ れ ら 4 回 の 洪水イベ ン トに対応 し

て形成 された とみなされる （第 2表），

　 Ib 層と皿 a 層 が 連続 し な い 場合 に は，上記 4 回 の 洪水

に 加えて ，1881年 の 洪水が関与 して い る もの と考え られ る．

す な わ ち，lla層の 下 の 粗粒砂層が 1876年，Ha 層 が 1880年．

Ih 層 が 1881年，皿 a 層が 1884年，皿 b 層が 1885年と い

うこ とに なる．い ずれ の 場合で も，皿 a 層 と 皿 b層 の 間の シ

ル ト層が薄い こ とは，両者が 1884年と 上885年 とい う連続し

（16 ）
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第 1表 　山城 地域 を中心 と した水害年表 仲 央気象台
・
海洋気象台

編 1976；井手町 史編集委員会ほ か 編 1983；植村 ほ か 2007 ；京都地

方気象台編 1981よ り），○印は 地元市町村史 に 災害記録が あ る大 き

な洪水を示す，
Table　l　Chronologica［tabEe　of 且ood 　disaster　arou 皿d　Yamashiro 　dis頃ct

（after　Centra］Meteorological　Observatory　and 　Marine　Observatory　1976；
Edito月al　Comm 凪ee　ofTbwn −history　of 　lde−cho 　l983；Uemura 　et 　al ．2007 ；

Kyeto 　Meteorological　Observatory　1981）．

第 2 表　各ユ ニ ッ トの 粗粒堆積層を もた ら した洪水の 特定

Table　2　Cor【elation　of 　cea 【se−9面 ned 　sand 　layers　and 　disastrous　fioods
in　Tablc2，

年　　月　　 口 災害地域 災害お よび気象記 録

Q 且876 年 （明治 9）9 月 多賀地域 大雨に よ り谷川決壊

Ol880年 〔13）7 月 1 日　　 近畿中部

　且98亘年 （且4）9月 19 日　　 近畿 中部

豪
．
雨，木津川 大洪 水

暴風 雨，洪水

OIS84　OP（17）7月 12〜19日　山城，丹波 大風雨，水害

OIS85年 （18）7月 1〜2 日 近畿
一
円　　 　　 明治大洪水．大型台風 木津川

　　 　 　　 　 由良川氾濫，90年ぶ りの 大洪水と

　 　 　 　 　 　 い う．宇治久世地域の 被寄甚大

1886年 （19）11月 18日　　淀川 ，由良川流域 風水害

且889 年 （22）8月 19 日　　 府下
一
帯

1890年 〔23）5 月 3〜5 日　 山城，丹波

淀川 ，木灘川 大増水

大雨

1892年　（2S）　5 月　23　日　　　　　山城，　丹 波 水害

1893年 （26） 10月 16日　　山城 ，丹 波 大雨に よ り多賀の 谷川 決壊

推 定 さ れ

地 層区分 る 洪 水 の 備考

年代

Vc 層 1953年 8月 本 谷堰 堤決壊

ユ ニ ッ トVVb 層 1917年 9月
Va 層

IVb層 1907年 8月

ユ ニ ッ トIV ］Va 層 1903年 了月

Hlc 層 1887 年頃　本谷の 池見取 り図

ユ ニ ッ ト皿 皿 b層 1885年 7月

皿 a 層 1884年 7月

ユ ニ ッ ト矼 Ib 層 1884年 7月

皿 a 層 1880年 7月

∬a 下層 1876年 9月 1874 年　堰堤 建設

1895年 （28）6月 140 　　 山城全域 大雨水害

1896 年 （29）4 月7 日

同年

　 　 　 　 　 山城全域

8 月 30 日　　 府下全域

崗犀　　　　9 月 7 日　　　木津川流域

1899 年 〔32）8 月 18 日　　 山城全域

水害，宇治川決壊

暴 風雨，大皺害，京都雨量

137．31 
台風，木津雨量 137mm

大 水害，亀岡 雨量 186．6mm
且900 年 〔33）8 月 2 目 山城地方 水 害，京都雨量 16L3mm

Ol903 年 （36）7月 7 日 山城 （久世，宇治 〕 大水害，死者 IO名 ，京 都雨量

　 　 　 　 　 　 231．81nm
1906年 （39）9月 1 口 木津 川流域 台風，水 審，大河 原雨 量

t58．6mrn
01907 年 （40）8月 23〜26日　府下 全城　　　　 由良垣流域被害甚大，木津川

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　水位 4〜5m 上昇

Ql917 年 〔大正 6＞9月 29日

　 　 　 　 　 〜10 月 lH

府 下全域 南山城 は明治 3年 以来 の大洪 水，
大河原雨量 123mm

且921年 （le）9月 24〜26 日　府下全域

1923 帯　（12）　6月　27　目

台風に よる被害

京都府南部　　　 豪雨各地被害，京都雨 量

　 　 　 　 　 　 142．9mm
1925 年 （14＞7 月 10 日　　 山城，丹波

1928年 （昭和 8）4月 24 日　山城地 方

1932 年 （7）7月 31日　　 山城，丹波

豪雨水害，京都雨量 244、9mm
水害，京都 雨量 207．3mm

1934 年 （9）　9 月 21 日 府下k域

豪雨，木津雨 量 262．Omm
室戸台風

1935 年 （10＞6 月 28〜29 日　京都，山城 梅雨前線に よる豪雨．山城地 方

大被害，鴨川 氾濫、京都嗣量

269．9 

鬪年 9 月 28〜29 日　多賀地方 大水害，京都雨量 166．5mm
19S3年 （28）8月 15目　　 山城 ，南山城 　　　集中豪 雨，大水 害

た洪水である こ とを支持して い る．

　皿 c 層に つ い て はか な り細粒で 分布も限 られ て お り，小規

模な洪水に よ る堆積とみ な され る，第 1表に示 した洪水の ど

れに 対応するか判定す る の は困難 で あ るが，1889年また は

1890 年い ずれか の 洪水 の 可 能性がある．

　すで に述 べ たようにユ ニ ッ ト皿 の堆積終了は 1887年ご ろ

で あ っ た．こ れ 以 降 の 洪水は 第 1表で は た くさん 挙げ られ

て い る が，地元の 市 町村史 に 災害が記載 され て い る もの は

1903年，1907年，19］．7年の 3 回 で あ る．こ れ ら を機械的 に

下 か ら当 て は め る と，Wa 層が 1903年洪水，　 Wb 層は 1907

年洪水 ，Vb 層は 1917年の 洪水 に よ る堆積 と なる．しか し，

雨
『
量記録か ら 1906年 に は 大河原 で 集中豪雨が発生、した可能

性が考えられ，IVb層は 1906年洪水とい うこ ともあ りうる．

また，Vb 層は 1925年か ら 1935年まで の 洪水の どれ か に該

当 して い る可能性 もあ る．

　ユ ニ ッ トV の 堆積期 に なる と，度重なる洪水 に より堤体が

破損 した り，また用水樋などの 腐朽とが相まっ て水漏れが続

い た と考えられる．その 結果，池の水面は余水吐け水準 より

L3m 低い 面まで 低下 し，流路 の 侵食は一
層進 んで 段丘 の 比

高 は最大 3m を越 えた．池 の 奥行 きは 40数 m と さらに減少

した （第 12図）．残存水域 の 岸辺に は ユ ニ ッ トIVの泥質層を

被っ て 下面 に生痕 の 発達 した Va 層が薄く堆積し，そ の 表面

を湿地性の 黒色有機質泥層が覆っ た．そ して，その 上 に Vb

層が堆積 した．

　
一

方，．．．E．流 D ・E 地区で はユ ニ ッ トW は堆積後地表 に さら

されて植物が繁茂し，広 く黒色土壌が形成され た．その 後 D ・

E 地 区には洪水によ っ て ユ ニ ッ トV の細粒砂層が堆積した

が，局部的で 下流に延長 しなか っ た．おそらく河川からの 氾

濫堆積と考えられ る．こ の 地 層も表面が土壌で 被わ れて い る

の で 1953年水害以前の もの で あるこ とは明 らかで ある，上

下 に⊥壌が存在する こ とか ら，こ の 地層 は A 地区 の Vb 層

と同時期 と推定 され る．

　その 後，堆積物 の 段丘化が さ ら に進み，僅か に残っ た滞水

域 も泥質物 で 次第に埋め立て られ，決壊当時は 30〜35m の

水域を残すの み に なっ た，破損 した堰堤は腐朽 した 用水樋 と

共に 放置 され た ま ま の 状態 で 1953 年の 集中豪雨に襲われ た，

決壊は右岸の 用水樋の 部分に生 じた．堰堤決壊に よる激流は

決壊付近で 特 に激 し く，堰堤 か ら 20m ほ ど まで の 堆積物 は

大きく洗掘さ れ た，露頭 下 流端部の 急 な侵 食地 形は そ の 激 し

さ を物語っ て い る，堰堤付近 に は当時 の 土砂はほとん ど認め

られない ．洪水流 に含まれた土砂は，洗掘 さ れ た ダ ム堆砂や

決壊 した堤体材料 もろ とも流 失 し，下流域 で 氾濫 して 大きな

災害をもた ら した．

（17）
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第 12 図　ユ ニ ッ トV （Vb 層＞0）堆積過程復 元図，堆積物は高さ 8 〜9m に達 し，河川の侵食によ り段 丘化 した．
Fig．12　Recellstructed　figure　of 　the　s¢ dimentati（｝n　stage 　of 　Unit　V ．The　surface 　of 　the　sediments 　attains　to　8−9m　level　and 　was 　changed 　to　the　river　tertace　by
erOSIon ．

終わ りに

　本論 で は，明治初期の 石積 み 堰堤 に 堆積した地層を調査 し，

ダム 湖 の 堆積過程を検討 した，得られた成果は以下 の とおり

で ある，

　層序 ； 露出す る堆積物 は下位 よ リユ ニ ッ ト 1 か ら V に 区分

され る．この うちユ ニ ッ ト1は 堰堤建設以前の 土6 流堆積物

で あり，花崗岩とともに堰堤堆積物の 基盤をなすもの で ある．

ユ ニ ッ ト1 は ダ ム 湖一ヒ流 域 に 堆積 した粗．粒 な堆積物 で あ り，

土石流堆積物も含まれ る，ユ ニ ッ ト皿 は ダ ム 湖の 下流部に堆

積 した細粒な堆積物を主とす るが 2〜3枚の 粗粒な地層を挟

む．そ れ ら を広 く覆 っ て ユ ニ ッ ト］V の 砂礫層が 2枚重なる．

そして 土壌層 を挟 ん で その 上 にユ ニ ッ トV が重なる が，こ の

ユ ニ ッ トの なかに堰堤が決壊 した さい の 1953年洪水堆積物

も含まれ る，

　堆積過程 ； ダ ム 湖が で きた 直後 か ら，上 流部 で は 砂礫質，

ド流で は泥質の 堆積物が堆積 して い っ たが ，土石流が何回か

発生 した．土石流 は 滞水域 に流人す る と水中重力流とな り堰

堤直下 まで 流下 した と考え ら れ る，すな わ ち ダ ム 湖埋積 の

初期 は，冂常的 に流入す る泥質物 の 堆積 と聞欠的な土石流
・

水 中重 力流 に よ る粗 粒堆積物 の 堆積 が 主 な 堆積作 用 で あ っ

た．池の 埋積が 進 ん だあとは河川 の 掃流堆積作用が主となり，

残 っ た 滞水域 で は デ ル タ状 の 堆積物が形成され た．こ の よう

な厚 い 掃流堆積層が 2枚形成され た後 は植生 に覆われる よ う

に なり，堆積物 は しだい に段丘化 して い っ た、

　堆積物を も た ら した洪水の特定 ：1874年に堰堤が建設 さ

れ て から 10数年後の 1887年ごろ に は ダ ム 湖 の 6 割近 くが 埋

積さ れ た．こ の間に発生 した大きな洪水は 4・− 5回で あり，

粗粒堆積層とおお むね対応する こ とが明らか に なっ た，

　 こ れまで 各地 の ダム に つ い て 古 くか らかなりの 観測 や調査

が実施 さ れ て きた が，ダム 堆積物自体の 層序と層相が示す時

系列的堆積 記録が，堆積地質学的視点 と手法 に より調査 ・報

告され た例は ほ とん ど なか っ た，ダ ム湖 の 堆積物が水底にあ

り，堆積物 の 地 形 的 ・
幾何学 的形態 の 変化 と通 常の 採泥 以外

に よ る調査 が困難である の も
．．一

つ の 要因であろう．

　不動川本谷の 堰堤決壊跡の堆積物 に つ い て は，上記の とお

り，堆積物 の 実際の 様相を記載 し堆積過程を復元す る こ とが

で きた．小 ダ ム の 例なが ら，こ の 報告は ダム 堆砂問題
・．一

般を

考える上 で も有用な参考資料 とな る と考える．

謝辞 ： 本論 に お い て ，気象資料 に つ い て は 山本龍三 郎京大名

誉教授，目本気象協会京都支部桜井博氏に，デ ・レーケ の 資

料 つ い て は 京都府木津土木事務所砂防課 出口 博昭氏 （以上

2000年当時） に い ろ い ろ 御世話 に な っ た．水害当時の 棚倉

村役場土木主任福地耕太郎氏 に は，そ の 頃の 池の 状態や役場

にあ っ た 古い 図面を教えて 頂い た．測量実習 に 参加 した 当時

の 三 回牛 は 占部忠雄，川上 隆 　久米敏夫，三枝浩．品川洋之

助，寺江孝夫，西村進，野上祐生，原地弘市，吉川惇 （五 1一

音順）の 10名で ある、また，第 8 図の ス ケ ッ チ は故清水大
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吉郎氏 に よるもの で ある．上述の 方 々 ，および御世話になっ

た旧山城町役場 の 方に厚く御礼申しあげる．

　本論をまとめ る に あた り，同志社大学増田富士雄教授に は

粗稿を読ん で い た だき，堆積学的に貴重な ご助言 を い た だい

た，また，大阪市立 白然史博物館中条武司氏ならびに匿名の

査読氏 に は査読に おい て有意義なご助言をい ただい た，記 し

て お礼を申し上げる．
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久 ・志岐常正、2011．1953 年南山城水害に よ っ て現れた京都府南部不動川本谷石積み堰堤の
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要　旨

　1874年デ ・レー
ケによ り南山城 の 不動川．ヒ流に作られた石積み堰堤は 1953年 の th

’
　LI」城水害 の 際決壊 し，下流

に 大災害 を もた ら した．その 時池を埋積 した 78年間の 地層の 露頭が出現し，翌年京都大学学生実習として実測

地形図と柱状馴が作成された．その資料を検討し，埋積過程を考察した．

　堆積層は下位 よりユ ニ ッ ト1 −・　V に 区分 され る．ユ ニ ッ ト 1 は堰堤建設以前 に堆積した 土石流堆積物である．

ユ ニ ッ トH は堰堤建設直後，池上 流の浅い 水域を急速に埋 め立 て た含礫粗粒の 花崗岩質砂質堆積物が主体である，

前端が急斜し段丘状地形を作る が，ユ ニ ッ ト皿 はそ の 下 流側の 深い 水域 を埋め 立 て た シル ト・
細粒砂な どの 細粒

堆積物が 主体で あ る．顕著な 2枚の 礫質粗粒砂層が 含まれ るが，こ れ ら はユ ニ ッ ト丑 の 砂層 と同様洪水に伴う水

中重力流堆積物と考えら れる．ユ ニ ッ ト1 ，皿の 堆積に よ り池の 奥行 きは 70m に減少 し，当初 200mあ っ た池 の

6割が 10数年で埋 め 立 て られ た．こ れ は 1887年頃の 古い 見取り図 と ほ ぼ一致す る．この 上 を覆う2 回の 洪水堆

積層が ユ ニ ッ トW で ある．こ の 堆積層 は縮小 した水域で は デ ル タ の 前置層，底置層的な堆積 に 移化す る，

　その 後堤体は破損 し，木製用水樋 の 腐朽 と相 まっ て漏水 に より水位は 1m以上低下 した．段丘化 した埋め立て

地は侵食の 場 とな っ た，こ の 時期 の 顕著な洪水堆積層は連続性 の 悪い ユ ニ ッ トV の 細
〜

中粒砂層の み で ある，池

は シ ル ト・極細粒砂 で ゆ っ くり埋 め 立 て られ，堰堤決壊時 に は奥行 きは 2−30m に なっ て い たが，集中豪雨 に より

右岸の 用水樋付近が決壊 した．

・欝 欝 繼 撚 鱚
く躑 た 欝 鰈

一
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